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∴: 京大醸工雪、西
ぎ‾、: ●碗鼻過程の偶然なる一致・ 、
喜一時代の流れといぶものは僅かの人のカでどう
; 壷もならない。・魂諦めものゝ遇った無理な流れ
も、やがて大きい流れに添って流される。研究
にも多少そ. の時代の流れがあ’る。一人の考へつ
いだことが、全く独立しC高時に他の人が着手

与ギやる仕事であることが・少くか。アルミヽ

要言ウムの電解製錬を偶然にも悌園のエルーと同
に∴米国でホールが成功した。. ・÷: ● ∴●-  ’. ’

率’’車者も研究の’上に蜃そ同じやうな経験をなめ
主事いる・。・既に書いたが大正の末期からアルミ・エ
喜サムー亜鉛一銅系三元合金の状態園の研究を行
蔓ってい圭それは嘗時鋳造合金として廣く使用

龍器蓋ま抽5 と擬し職工2 綱
【 . → ●

瑞者、アルミニウム裳分といぶ程度の合金の基
㌻麗研究であった。可なり複雑な合金系だったが

芸荒壁蒜霊窯霊慧
・・台に考へることザ出球†三あであった。不完全な
. 鮪があったが大正1 4 年の夏、日本鍛菜食の諮演
・合でその結果の大要を霞表した。その秋になつ

こて英国の金掲馨合から諦演の別刷を受取り・ハ
二二二シソシ( 班壷s o n ) とゲーラー:  ( G a y l e r )  、が詞

二. じ問題で研究霞表を行っているのを蜜見した〇
㌧丁度筆者と同様に固態変態を調べて・その節面
妖態国を輿へたものであった。しかし筆者と多
・少見解の差があり、筆者は研究をづづけて昭和
∴庇年棚水曜合議に一部霞表し、 ・安いで1 9 2 了年
∴の春、大体纏ったので東北大撃に聾位論文とし
・て投出、その秋に撃位を授興された。それは京
・都南図太撃工軽部紀要第5 巻第2 擬は蜜表した。

フランス留聾の荷役
昭和3 年2 方、加養丸で轍鮒に遊撃すること

I ■ .  . .

金● 史言第壷)
村● 秀 雄

∴になつ†こ、工壁閣僚のものが雷撃といふと、猫
蓬が英米かといぶと. さに, 彿関西としぶのたか
●夢、恐らく遊びに行くやうに考へられた。しか
’し併蘭画へ行って風光を賞美し、美術を見て近
代要衝を親賢し得たのと共は、フランス人のも
つ濁剣的な仕事について認識を深め. 濁逸流の
物の考へ方にならなかったことは、今でも倍を.
であったと考へている〇 ・、

・近頃海外から来る雑誌を見ると、矢張り研究.
面には多くの示唆をフランスのレビュー・ド了

: メタルジーから得られる。米国の工業毅術の霞
蓮は驚異であるが: ラテン系図民のも・づ離雌
に注意を怠ってほならないと考へられる。 .  ∴.

こ 昭和3 - 4 年頃は第一爽醐大鼓の余波も全
く詰まって平和な時代であった。血睦い影は全
く見られない頃であった。 ・

’’

●

●久恒氏ヽ篠田氏等の研究 }

・ 嘗時を顧みると筆者の研究室に. は久直中陽、
. 篠田軍治爾氏が大聾院畢生として叉翻達夫氏
. が斎藤大吉教授の助手として研究に従事してい
. 淀。, 現在では名大、阪大の教授として南顕され

. ておるが言毀れもまだ白面●の青年であった。
. これ等の人手の仕事について指導的立場や童

/ ・つた筆者の諷憶を辿って見たいo
久庭中陽氏は大正1 4 年の卒業であったが、卒
業後大望院にて暫く研究の後、一年志願で軍務
に服されたが、病気で暫く入院生活を. したのち
蹄馨しだのである。入営までの仕事であったと

思ふが・アルミニウム・珪素合金に及ぼすェツ
.  、ケルの影響についての研究がある。 ′

シルミンが漸く問題となって求ていたのであ
づ毒から、殊に高温怪質を知るために行ったも
ので、アルミニウム側のアルミニウム、珪案、
ニッケル系合金の朕態国と高温硬度の測定をし
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拳・が余り低下しないといふ結果を梅でいる。この
喜ぶ研究を終って入営されたので不充分で争った。

驚喜霊霊霊宝霊: 謀議

襲繋護器等写
勾レ三三サム珪素合金に及ぼすマグネシウムの影
錘を調べ∴熱度理で硬化することを知った。が
・●之もシルミンγの如き合金に霞展すべきであっ
たが、筆者の外遊でそのまゝはなうね。かやう

護箋祭器謹呈誤読-
. ノ

. 究めであったが、なは我が国の駅祝では、園内
‡ゐ研究などは顧みられないで、海外で宣倖せら

ると始めて問題にするといぶ有様であったか・
薯こら・余りかやうな癒馬方宙にカをそゝぐ気にト
雪二●法れなかった。室として基礎研究にカをそゝい
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生じる. のでないかと考へて、. 手始めにシルミ・シ
のモデイ・フイケーシヨンの原因を調べる. ことに: 十、で

した。・●シフベンについては既は書いた。 ・- - 言上三園・
‾

宣)

. その街9 2 5 年に大谷元木都民・ 1 9 2 6 年にグワ

イヤー( 鴫中とフイ・リップ( 坤絶品グロガノ )
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ン、( C r o g a n ) がアルミニウム二珪素合金の研、. ・
一 冤を鬱表しているが、就中グワイヤーとブイリ∴∴÷

霊宝蒜二㍍議慧謀計‡
礎に決定している。. これは、上記の久匡氏の護嚢‾ヽ’‾報って・ 、宗てぎ

せ慶喜・’牽‥表と全く- 致しているo またナ叩ウキ
したとや妖態固をも輿へたo
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●ルスキ二が改善された紅綬の原因を論じたゆふ

韓。これは最近までそんな朕態であった。我が
国の工業の進歩が遅れた一つの理由. も、こんな
㌔
と
で ころにあった。.  -

・

●i ’

_ 、-  ’’諸家のシルミ. ン研究.

〆篠田革帯氏は大正1 5 年即ち昭和元年の卒業で
あっポ京都帝国大掌理塑部物理教室ゐ吉甲卯
三郎教授の研究室を経てエ聾部の大聾院に人望
凝嬢教授の指導で研究することになった人であ
った。
研究の仕事は筆者が受持ったので問題も筆者

が老へた。吉田卯三郎教授は苺ら金麿を常温か
‡工し了こときの組織をⅩ線で調べていられた。・街・

ヾ. 、電時工壁研究所にはⅩ線装置が輔に購入されて. ●
言こもったが、しかし透過用を目的とせられたもの
: ,  “で、聾者の使用するイオン管があって, 全く研

冤の目的には便馬に耐えないものであった。
し篠田氏が幸ひⅩ線分析方面を尊攻され†こゐで

‡∴クリッヂ管を擬人して・襲壁器はそのまゝ、利

可なり霞展をして来ているが、 Ⅹ線での組議の - 一∴

研究は殆どをトジェフリーが全く差異を認め 工
法いきしぶ緒論を、工9 2 準に巽へ亨いるのがも二㌧
るばかりだった。 ∴ ’ ’

篠田氏はナトリウムで慶還したアルミこウ丁、字-
言珪素系合金の熟分析を待つもナトリウム轟、ユ
理をすると初晶の析出に比し著しく共晶難が過 言.

冷されて、二段襲化を行ふことを知ったo とれ
鱒グワイヤーなどの結果とこ致したものである

‾

が、珪素1 3 %’の合金のⅩ線分析の結果、蓮諒的
●

なデふん、ル環を示すラヴエ篤寅が得られて、
普通の鍔邁組殿と実ることを知つ窄。また頴徴・ , ・
鏡組織に見られる共晶中のアルミニウム樹妹晶
が、一鞍の繊維組織をなするものであることな
どを明かにした。
一方シ? レミンの研究は漸く我が工業界にも注

目されるやうになって、昭和2 年の正月から種
戸製鋼所でも伊丹菜一郎氏が研究され、筆者は
それ以楽同所の研究の手厚をすることになった
営時廣海軍工廠などで問題とされたためでもら
う。各所でこれが問題となったものであった〇 ・

しかし伊丹氏の研究結果は公表されないで過
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4 )  A . I . M. E  ( 1 9 2 6 )  .  6 )  Z Mc 融I k . 、1 9  C 1 9 2 7 ) 1 4 .  6 )  C h e m. Me t . 孤垂. 2 8  ( 1 9 2 3 〕1 0 5  ’

二・一・・∴- ・・・ ・・ ( 3 )



・  . 後藤氏の名著α合金聾, ,
常時の東京帝国大撃では漸く揮窒研究所が設
せられて後藤正治教授が冶金部門を躇嘗され-

圭としてヂュラルミンの研究を、’堀日貞雄氏な・

空声もに行ぶていられた。それが噺の研埼
焚皆として畿表されているが、また同氏の著書
金壁のアルミ圭サム合金の部に、’そのまゝ記
; されている。新しい着目の研究といぶことで
な亘か丹念にデュラルミンの隆質に及ぼす
踵の影響溶きを調べ牢のでも? たこヂュラノン・ \ ・

・.

謀議器器豊富誓- - . ●

師事された由であるが、その選ばれた勲分析
のまゝ●を、妖態園の研究のため孜々として自
恩賞に利用されて、その結果も薩そのま」に
められた。親しい佳苺の閃きは乏しかったが
い草間も智議と努力の人であづたこと・雇、‾合
聾の華害がよくこれを示している。高二かぐ
和の初めは言我が国の軽合金は・まだ黎明期を

ヽl ∴i .  ・

対除レなかったe ● ・∴ 」

‡筆者はアル. ミ下ウムー亜鉛一銅系合金の状態
国を纏めてから、了合金の基礎研究め意味でア

きざ言霊謹言諾繋器等霊
車軸) と‡」トン( 坤。g h 青畳が少しく研究
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していたのと、我が国では後藤正器三島徳七
高氏の名で稜表されたものがあった。何れも不
鋸なものであった。外遊を前にして急いで熱分
析、 ・顕微鏡粗譲の研究などをしたのであるか不
完全ながら纏めて水曜会誌に義表した。. . これは
その後多少訂正したが、大体に於て聞達ないも
のであったと考へている。

・子平レヂヱラタンに住む‾ ● ∴
かやうにして著者は研究室に久臣、篠田氏な・

どを残して僻園へ去ったのであった。我が国で
も漸く航窒撥の製作が重要硯され始めた頃であ
る。三菱からはパリのイ子パノ合唾の2 5 0 馬力’
の霞動撥の製作の見習に技術者が派蓮きれてい
た。 2 5 0 馬力の護動機すら困難であろた時代で・・
・第二安大戦の制裁から、猫蓬ではまだ飛行機∴

・・の製作が許されていなかつ・た。 ・
この時代に巴里カルチェラクダの春台にもっ

て勉聾することになった。昭和3 年4 月2 s ●日附
の・巨星に発いて間のない教室宛の通信を読み
返してみると、常時の巨星の気候が息はれるの
・である○ ●

〃五月となるのに、冬の外套を離す講にもまい
・りません。鞍が降ったりします。

マロここの青葉の陰に花嫁喚く’
・’ . ・十・パリの街路はなを●ぅら寒し′′ ・

なさム葺いてある。 ( 以下亥競〕

‾ 1 )  a p  ( 1 9 2 8 〕 2 7 1  ∴ 2 )  J .  I .  Me t a l s  2 9  ( 1 9 2 3 )  7 l 3 ) 日本鐙業合議4 1  ( 1 9 2 5 ) 4 )  5  ( 1 9 2 8 )  6 1 6
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・本荘 _ 大阪市北陸北錦町一番地
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閲束軽金属再生工業
株式曾融

本祀 東 京 都 板 橋 直.
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琵∵ ・、 ・称醸・工. 撃・` 酉

∴・鋳物仕事に’於ける, , 勘′′
; . 科聾の護達によって人の勘で仕尊をしていた
あを撥械カに、域は計器にようて判断するや一 ▲

かこ進歩したo しかし磯城“とか計器の示す亜種

薫驚諾器発議謹言

金 史∴くま1 7 回) .

村‾ 秀. 雄 ●′

・れは有名な研究であるから蹟く知られている, 。
" 爽いて1 9 2 2 年にチヨ. コラノレス千〇 ( C z o c h r a l s 一

七i ) は` 各踵のガス気流中で熔融したア空ミニ
二ゥムの見かけの比重から十・ガスの吸収の多少
“を測定した○正確な方法では漬かったが水素は
8 0 0 0 C 以上になると急遽に吸壊されることを明

‥: . ●ィ.  ’ かにしたo この賃験は、1 科撃的であったとは云年頼る必要があ’るこ一環に鐙物と串本ものは形 ∴ .
タ へなかったが・ ・しかしアヤミニサムを8 0 0 0 C
以上の高温に勲しては、ガス. の吸収が多ぐ、嬰 -

∴_ 品が出来ないといふ論損を輿へたものとして憲.

ま千羞寓別である。機械の設計が複雑になる蓮
華み天上轟の左邁らねは垂らないからヾ
壷注鋳物にするだめにぬ、. 溶解から鋳込まで
‥憲しても、型の造り方が訪、と御種麹が出来・
∴与予言: ㌦; ∴・ ′・・ .  、小

窪の蒜毒諌言量う尋るの膜張。
勘であったo これを科質的に解決しやうと寵え
ず努力されているが、御穣適は繕えない。表が

一 義があったo
また岩瀬慶三博二露昭和元年( 1 9 2 6 ) に、ア

ルミニサムの水素ガス吸牧の研究報告を蛮表さ
_ . れた。高氏の研究結果はその後の多くの人々の

圏ではまだ鋳物場の奉陸管理が不充分である。・ ・、
殊にアルミニウム合金の鋳物ではピンホールと ′

ぎ椛する小さな気泡が全面に・出恭ることがあって
こ困っていた。殊にで合金が蔑見されて、それで
塞きストンを造ると金型であってもピンホ_ ルが

塁霊等霊蒜言霊き嘉峻
されたガスが、凝る際に放出されるためといぶ

惹・ことは明で争ったが、これを除去する工夫が軽
合金の霞遵とともに大きな研究課題となった。
軽合金史を語る上にこの間題を忘れてはならな

寧, - い○その蛮達の淫過は軽合金更の教員を占める
宣
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批

ものであらう。

アルミニウム中のガスに関する研究
了苓こサム●中のガスに関しては工8 8 0 年に

D脚記さが始めて・9 0 0 0 C で2 0 0 g のアルミニ
ウムを熔解して、坐c 皿露/ 1 0 0 g のガスを抽出し
・た。その方法は不明である. が、兎に角靂史的記

を、銀であるo その後S i e v e r t s が一般的に金属の
雪’ガス吸収の関係を初めて聾術的に取扱った。こ

研究と比較して著しい差異が認められている。 _
箕輪誤差か、. その原因は明かにされて寸ないが
我が国でかゝる問題について護表された最初の∴
もめであった。参考のため第1 国に最近までの-
アルミェウムのガス吸牧の測定結果を纏めて示
したe これから大体レントゲンの研究が一致し: ・
・た結果を輿へているやうである。 ・・
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鼠
4. _ 3 亀

2 ̃ 4

工. 鋒,  0 . 9 5

0 . 9 0 ,  l . 1 5

0 . 3 ̃ 工

●

4 . 1 生

1 5 予

1 4 ̃  1 8

工. 4 2 ,  0 . 8 8

0 . 6 ;  0 . 6 生

年代
1
8
8
。
」
蜘

1 9 1 8

1 9  2 6

工9 密7

1 9 2 9

工9 2 9

. 1 9 ヱ9

1 9 4 0

’1 9 生蜜

ユ9 4 5

1 9 4 5

とにかくアルミニウムにガスの吸牧されるこ
とは明かであるが、アルミニウムに普通に含ま
れている量がどれ程であるか・その分析を多く
の大々が試みた。 ・
序であるから最近に至る. までの多くの人々に
よってなされた測定結果の一部を第1 表に表示
した。’測定法によって、また測定者によって甚
しく掛値の異ひがあるが、これは未禄にアルミ
ニウム中のガスの正確を分析が困難で、多くの

●問題を嚢しているといふこ・とを示している。・ ∴

・水素含有の軽躇.
またこのガスとして含まれる・ものは水素が主

. _  ・要をものでめるが、一その含まれる経路について
も考へられて中る。上述のやうにチョコラルス
キーが直接水素を含むガス気流中で熔解して見
て、菊池の多い試料が得られて、水素が吸収さ
れることを賓登署のである・が・また猫蓮の
クラウスとカレネは1 9 2 ♀年に、アルミェウム申
●の水素はホールディング施、熔解趨なのどの嘉
・流中の水素或は水蒸気が主法る原因をなして含
・ ∴垂れる。殊に大気中の濃度の影響するこ. とが多
い。また袈入物中の潟気、殊に潟気とか水分で

-

腐蝕した唐金などを熔籍するとき崎、気泡の多
い錆現が得られる●’また熔解櫨の襲張、 ・堵輔の

朕態なども閥簾があることを指摘しな∵
また添加する合金元素に. よっても水素の吸牧

・に影響があると、いふことを. トクラウスが述べて
いるが、就中注意すべきことは1 9 2 8 年賀俳蘭画
のシれル館皿毒量茶、ナトリウムで慶理さ
れた合金は水素の含有が多くなる傾向がある.

・といぶことを云ほれているo これは電解楢から
・直接のアルミェウムが・ナト. リウム壱多く合ん

・でいるから、・之を除去することがホールテング
膣の操作上必要なものであることと闊騙して、
注意すべき問題であらう。 .

∴ガス叛き法の先鞭
ころ他ガスとしてほ酸素とか窒素とかも考へ

ねばならないが、気泡の大きい原因が水素であ
ることは一致した意見であった。ピンホールの
ない鋳物を造るため、水素の除去には如何なる
方法を採るべきか、が問題であった。
この間題に第- に注目したのは英国のローゼ

. ンハイジ( R o s e n h a i n ) 一派の人々であったo

i 9 学年にア二チベット( A r 。h b u 端渓園舎傍
・畢倉に蛮表したのは再熔解法と種すべきもので
あった。水素のやうなガ子は、凝固のときに大
・竿が放出されるから、熔解した後、艦内で、徐

工〕 Z ・ Me 章a I l k タ2 1  ( 1 9 2 9 )  2 6 8

∴ 3 )  J ・ 1 n s t ,  Me t a l s  3 3  C 工9 2 5 )  2 2 7 .

ヽ

2 )  C h i l 竜e  e t  md u s t r i e ,  ( ] 9 綿)  3 9 2 .



寮〕∴ タ・書、

曇

’々. に冷却せしめてガスを充分に放出せしめる〇
二’凝固して車ら錬り冷却しない間に、ガスの吸収
・しないやうに、再び急速にその鋳込温度まで加
●勲してから・鋳造するというのであるo こら方
法は増珊熔解には適用出来るが、反射艦で多量
に取扱ふやう“な場合には質行出来無みるため、
魔く應用されなかった。安に考へられたのはア
ルミニウムに啄牧されを小母スで水素を追い出
すといふことであった〇

・ ㌧二クリスの聾零瓦斯法と日本
・それは工9 2 8 年にグリス( 富山‡“が矢張英国

登の金蜃壁会誌に護表したものであるe これは藍

簿

嚢
・奉ガスを熔解アルミニウム或は合金に通じてプ
クブクと泡立たせしめると、水素が過払出され

簿

曇

・ると当主こと凍咋壷。との方法は我が国で尊
ら採吊されて現在に至っておるが、欧融のやう
・な乾燥した大祭のところでは殆ど利用されてい
・ないらしいo 室ぐ我が国のために考へられたと
豆ふてよいものであった。ノ’
‾これと同様の考へであったがA r c h b u 龍●は窒
素を利用した、が飴り好結果を得られ湖ゝつた
といふ報告れている。なは水素の除去に畢

. . 怪の化合物の利用が考へらわた。
〇 ㌢筆雪は1 9 2 8 年率らi 9 2 9 牢に亘り、主として梯
’園の巴里で通しだが. i 嘗時この瓦斯の除去の間
題が論じられていたのを注意していた。萌に壇
素ガスが有効であ. ることが明であるなら、壁素
を稜生するやう勧色合物斬り用すそことも一策
であらうと、想醸していたが、海外では思ふや
うに質験が出来ないから、珂蛮性盤化物のこと
について内地へ手紙を出したのを覚えている。
営時英国ではシングル合金( C i n d a 壬うと稽され
るものが廣告されていた。この合金は三盤化翻
案を通じて翻案を加へたアルミニウム合金であ
った。要するにこれも揮援怪化合物を利用した

へものであった。目・的は翻案の利用であったが同
時にガスの除寺も出殊たものであらうo このこ
とは1 9 3 0 年に稜表されているが、 T 皿率の盟案

慶理に閑職して考へられたも? ではないがと想
つている。何れにしてもシングル合金は質屈は

されなかった○了

二、著者の輯朝と研究の工業化
. 輯護性化合物のガス除去に関する考を抱いて
筆者は1 9 3 0 年即ち昭和5 年の3 月米国を経由して
. 南朝した。早速文献を調べて見た。 S i C l ±が.
B C 重8 のやうに輯蟄陸であり、また珪素がアルミ
エサム合金に小量含まれても有害でないから. 、

. 早速辞戸製鋼所め帝究課の主任であった伊丹集
」郎氏に話して、嘗時間題になっていたで合金
: ・・に膣用して貰ったo それまでピンホールの生成
・に因亭いたせ合金の鋳物が、全く完全にピン
. ホ「ルのない駿密なものとなって二克服された
のであった。直に特許を出願して貰った。同年、
の6 月頃であったかと記憶している〇

㍍謙篭需諾警器霊’
重合の別刷が到潜したのを見ると、 R o s e 血壷n ,
G r o g a n 及びS c h r f i e l d の名でピンホール除去
に四壁化チタンの利用が報告されていた。その
中に四壁化珪素のことも僅卿こ調速されである.
全く偶然の」敦であったo 別刷の受付日から見
て、また箕輪の程度からも、英国でも急いで瑳
表されたものらしい。

-  ’伊丹業二郎氏が翌昭和も年の` 蟹と鋼タ, に各-
: 蓮の盤催物を以モァルミニゥム合金を慶理した
研究報告を蛮表されたのは、その後の研究を縄・
めたものであった。彿画に滞在中に藷へついた
ことから、かく伊丹氏の研究にまで護展したの
“である。

曇. い∴パ リ

1 9 写9 年の冬は塞く、巨星では零下騰慶位にま
でなった。宿のスチームでは室が充分に暖まら
ない。寒さで眠れない夜が幾晩か韻いた、ボシ

ー マ, 長の百貨店で毛布を求めて漸く襲いだので
あごた。経鼓後、一冬は・ストーブの涛叶、室で茨火
で暖をとり. . ながら原稿を善くやうになったが,
’の塞きは、温度はそれ程低くはないが、底冷え
京都で一暦甚しいやうに感じる。とにかく巴里

●では寒い冬であった。 ( 以下爽競)  ’ ●′
●

1 )  J . 珊§t .  Me t a l s ,  4 0  ( 1 9 2 8 )  5 5

章

● ●"

2 )  Me t a l 孤d u s t Ⅳ,  3 6  ( 1 9 3 0 )  ] 5 1

(  4  )
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第一吹大鼓後の議事市場
与. ∴ 、’ .  .  ・ ・す

人々には邁とかチャンスとかいふものか何時.
つきまとふものらし当o 科壁が進歩も、辞令
緯線が改愛されても明日を預如し得ない。時
は恩はねことに遭遇して喜んだり悲しんだり
るものであると云へま●うら二一介の留聾生とし
巴里に潜在したことが、軽金魔界に投即三波
の跡を顧みると、チャンスといふことが如何
働くものか不思議に感じられるo .  ・・・ ・
話がもとや戻る- が1 9 2 9 年頃は平和な時代であ
たから、 ・一方域等のやうな物資の観費がなく

揮方に生産は漸爽増して来るo 物資が飴り債栴
所謂不景気時代に這入りつゝあったo

ルミ. エサム理念・も磨く言避雷り僅がに6 0 0 囲
重いふやうな有様であった○●アルミニウムを生
歴していた国々では東洋市場、殊に日本にその
販路を求め、或は擬醸しやうとし、その烈しい
‡●競争は債権面にあらほれていた。

窪二パリへ翫坤ア叫の一行
ふ∴在併営時の聾者の富里の下宿に・南無から日
女王を_ 宣)

ルミニサム製造所の祀長高木宿氏一行が行
∵かれるから、宜しく頼むといぶ通知を受けたo
こ高未済氏とは既に面識の間であり、また何か出
凍ることなら御世話しやぅと老へた。しかし留
畢生の身分では市街見物の案内程度しか出来な
い。これは三菱薗割こ頼むべきであると考へて

容)

三常時の支店長の服部一郎氏. に話し了こ。同氏は申・
l
工
芸
士
、
与

撃の先輩であり、立派恵紳士で. しかも稀に見
る人格者であるから信頼し得た。早速同支店に
行きその話をした。始めは多少遂巡していられ
’凄艶もあったが、兎に角面談して貰うこ・とにな
った。. 同年3 ・月、一行が巨星に到着された。海
産中に契約が出茶で日本アルミ’ニサム製造所で
アルミニキム・フランセから三菱商尊を通じて

.  ‾金∴史( 第1 8 園)
く ●●-

: ●村’秀、雄

アルミニウムを買ふやうになつ†二〇その間の詳’
細のことは筆者の関するところではなかつ†二が二
アル・コア、. アルキヤシなどとも競争が始まり、
債格も益々低くなったやうであったこ昭和4 年.
には我が園は、. アルミェウム抱金1 萬麺を超え
て輸定し、如何に競雷が激化していたむを偲ば
せるものがあった〇、 、

十
現在日本アルミニウム製造所は日本アルミ. ニ
ウム工業株式合祀として益々鬱屈しっゝあるが
合祀が戟暗中三菱鍍業株式合祀と提携されたの霊
も、上記のやうな関係がもとであった。

‾・で’

アルミニウム・カルテルへの波紋 ∴,

無力なものが唯何の目的もなく伸介の努を’と
. . 二つだといぶことのみであったo 伺ういぶ目標を
∴玖て話したのでもない。知人が巴里に恭られる
のだからといふ軽い意味で話したこ・とが、斯く
畿展しなのであった。全く偶然のことであるo
服部一郎氏が支店長であったことも. 高木氏一
行が巴里に蒸られたことも縄でが何かの困勝で

-  ・あった。しかし世界のアルミニウム販寅稜線が
その後になって欧米の大カルテルを形成し,  ‾ア
ルキヤシ系のア. ルミ・三サム・ユニ・オンが駆代理
・店として、多年日本市場に欧米地金の一手販責
を行ふやうに危うた書を憶ふと、. その大きい波
胤を起した波の中に、小さいながら、波鮫を投
じたことになった器で、. きことに夢のやうに考
へられる。 ・

●’“ 1 9 2 9 年の夏はスイスで暮した。秋になり、英
国の金璃聾合の大倉が濁迄のデュセルドルフで
開かれることになったe よい横合であったから
丁度アーへンに留掌中の宇野儀三氏を誘って.
大台に出席することにした。
この時の講演の論文は既に前脚で内容を知っ

ていたが、特に注意すべきものはなかった。宇
. 野氏はアーへンの工科大撃の冶金教室の助手で

i
葛
い
○
り

ー
S
り

.
「
ふ

3
瑚憶匹順∬氏と共に「明大であった 密) 服部一郎氏は後に三菱商事の稗貫となった
基礎版アルミニウム年鑑( 昭和工2 年)  6 8 3

(  2  )
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・「膨脹計・・∴●j ヽアズと宇野憶三氏

H孟古詩の幣脚こついて醐こ1 9 2 8 年に
肇壊して当る卒、同氏による上これは併園のシ

- ルぐC h e v 餌註d ) の示差膨脹計に示唆‡ふブナ

難字得をものと云づモいる枇1 9 2 9 午には甘e c k "
e 重 と共にヂュラルミン其の他アルミニウム合
金に闘した貰験を行ひ、‾報告をしている。 .  、
∴序にそれまでの時効嘩アルミとサム合金の膨
脹襲化についての研究を調べ七見ると、既述の:
ぎう・に今野潜兵衛氏は銅或はMg 2 S i を含むアル
ミ= サム合金を魔人して、焼戻しだと. 書の加熱
膨脹襲化を測定した。直接法によこったため析出・「

‾に基づく異常餐化が錬り覇著には示され翫つ
翠。同様の研究が杉浦調三氏も行っているが緒
論的なものは典へられていなら・‾
芋’その後C h e v e 脚d がアルミニウムを比較片・
I として銅’4 . 8 %或はMg 蜜S i をl ・手形を含む合
: 金を、・擬人してから焼戻したときの示差膨脹曲
二線を求めている。同賞のことを甘3 謡と甘e c

がくりかへ- したに過ぎなかったe

室“これ等の加熱曲線の襲化を見ると、加熱の遽
霊度が避退ざるためか、或は襲畳の示す正確さ郊
三傑り高くをいためかi 筆者がその後に測定した
霊ものと比較して、異常襲化が明確に示されてい

ないo とにかく宇野氏は馨合で行を共にしたと
丁, き、この膨脹曲線の解樺については、切に論じ
ト・てやま汝かつ流〇

三● ’現在我が国で宇野式膨脹計として使用されて
ンv ` るものは、 Ha a s 式を多少改良されたもので

4 )

る。

とにかく宇野氏はその研究論文で同大撃から
÷攣位を得られた。. 氏は負けん気の努力型の人で

楽器話芸慧嘉謀議
‡の人であったが、高血壁のため比較的早く越か

●ヽ.

れたのは惜しいo

ドイ、ソ2 0 年前のロール設備∴ ・
話皆別になる料軽合金の謹選に忘れられない

のは、加工撰域の進歩である。 ・その頃が稜達の
初期であった。. その金麿撃合の大命の工場見聾

圏
園
田

に、エッセンからベルリンまで足を伸ばし担。
序に猫麹の工場を見撃して跨った。我が国のモノ
場では宋潜に管態依然たるところが多いが、既
に四段なつ露多段ロ∵ルが費用の域に達して

∴いたp 元来多段ロールは‡9 0 0 年頃からスイスで
●既に時計のゼンアイ鋼帯の壁延に利用されてい
・をものであったが、完全をものでなかった○そ
れをデモセルドルフのアウダスト∴シュミツ合
祀( Wa 重z 調撃C h i n e n  f a b r i k  A u g u s t  S c h 軸心z )

言で研究して、 1 9 1 4 年に完成したが、第一爽大戦
ゼために費用に供されるに至らなかった己この
頃となり; 漸く四段ロールと共に製作して販寅
するやうになっていた。
● ∴四段櫨- ルは米国にて稜達して、猫蓮でも潮
! その製作に成功するに至つ別のであった。 ・
我が国では嘗時古河系の日本伸銅所などに小型
の四段ロールが輸入されたに過ぎなかった。
また押出機( 田畑鴨i o 皿P 重e s s ) が伸銅工業で

棒、型材の製造に属いられて恭てい勧S 、管の:
素嘗め押出しが瑞著についた境で、我が国では
●まだ㌻シテで引抜いていた黄銅管を、既に献酬
・では押出していたのである。金璃聾合の工場見
聾のうちエペ元スウルデ( 馳e 意s wa l めのヒルシ
ユ・クッパ←( 珊s c 址皿p f e 富) の工場は新設さ
れたものであって、銅、黄銅を低周波誘導電気艦
を以て熔解し、水冷式の型に鋳込み加熱、焼鈍は
電熱膣で、. しかも帯板は蓮窺式に加熱していた
我が国とは比較にならぬ進歩したものであっ
た。嘗時の工場の詳細はMe t a l  I n d u s t r y の3 5
( 1 9 2 9 ) 3 4 工に蛮表されているが、この程度の工
場すら、現在の我が国に宋†ごない有様である。
かやうな加工工場設鰭の進歩がその後の轟合

金の強度に大きな役割を果たしたものである。
( 1 1 貫へ緩く)

1 )  Z  Me t a 】I k ’2 0  ( 1 9 2 8 )  2 8 3 .  .  ’? ) 同上 2 1 . - ( 1 9 2 9 ) ⊥6 6 ・ . 3 ) 個人出版( 大正1 4 年)
4 )  Ha a s はその後1 元t a we r k の按輌となり、刻、でA l u 甲i n i l l m Z e n t r a l で活躍したと聞いている_
出易
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謙語器二藷器篇蓋
襲言霊三三一

厨の営口工場となったが、再び分離して親合紐
と同一レベルに並んだのだが、これが筆者の云

蔓÷. ふ一番娘の嫁入りである。このときは箪笥: 鏡
台、ミシン書ピアノ及び台所道具等をそつ団
で黄参した上に、親の臍くり金まで縞の財布から

教主●せびり出したから親はかんかんになってゐる。

/ ∴三代目蒲整理竃長 ∴
●、

辱
二て- 二番娘が軽合金で、移管機器に就いてとやか・
く云払拭した。理霜を云へば軽合金課が生れた
ときから特別辞匝なってゐて、騒人機器の代
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紫つ千ゐそのだから干渉を受ゆる必要はないの
笠あるこ話は前後するが吉野俊次氏の後を承け
五終戦前後の三代目理事長は世良正一氏であっ

寮言主語器護憲藷言霊謹言
禁書待ったのおる。減軽噸る迄の行動は奇々

て来て、蟹は甲羅に似た穴を掘る型の仕事振り

軽々、正に家康式の方法を採ったのである°∴
掌二二. このことに就いては稿を改めて述べる積りで

彊蒜器窯業塁謹話
聖二料著のことも知らずに移管機器に就いて、と
きを. 二言やかく云ふから怒髪天をつき、嘗時のことを老

二二へると・賓に不縁快そのものであうた〇時を同じ
うして営口工場からの分離組も、機器の問題で

霊ニゴタゴタを通してゐる。,  ( 以下護競) ●
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現在で崎もつと完備した工場が、米国では出恭
. ているであらうから、. 我が国の金寓加工業は随
分と遅れ†こものとなった。

陸海吾の人々、杉浦調三氏
かやうな留掌中の思い出を書くことは縁り身

邁難語となって、軽合金史の本筋とは離れるか. ∵
もしれな高手、. . それも多少の閑職があることの
みを話しているかも許して欲しら_  .
また嘗時巴里に滞在していた人で我が国の

軽合金史を語る上に、大なり少なり関係した人
定の名前をも、書き残して置きたい`  ・一 〆

海軍の監督官として花鳥孝一直営時は中佐
であったo 同氏の跡に長野健輔氏が蒸ら沖に〇
・廟埴その後海軍の航窒厳の材料部長を勤めた
人であるo
: 陸軍では木村弘人民が監督官であった。同氏’
は縁り軽合金とは線がなかったやうに考へられ
るが、しかし同氏と共に1 9 2 8 年の5 月、伊太利
のミラノのフイヤツトの工場に行って、エレク
トアンの鋳造工場を見ているから、失張閣僚が
ない器ではない。陸軍の留畢生として田村墳武
氏が苑巳された、筆者の紹介でマンせくレバトワ
ールで, クルノー氏の下で貰験をされたo
長野健輔氏の禍世話で杉浦溺三氏と共にウル
ヅーの見聾をした話など書き出すと、切が集い
から、思出講はこれ位にして置きたいo

( 以下三次競)
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京大教授 工博 西

ベリリウム創製の経路
′ アルミニウムは酸化するとテルミナ( 仙2 0 3 )
となる。このアルミナの結晶がルピーであ、少し
サファイヤであって、賓石として珍重される。
しかしアルミニウムの金馬となると大衆の必需
品に饗る。かやうな賓石としての領惜しか考へ
られなかった鋳物が、一方では形が獲ると工業
仮借を生じろものであること・は、科壁の進歩の
御蔭で寧ろ○

′

エメラ膏ドとかアクワマ時といふ賓石はベ
リルといふ鍛物と同じもので、緑色の透明なも
のであるが、ベリルには無色透明な、賛石とし
ては無償値な鍛物が、多く産出する。ベリルは
3 B e 〇、創2 0 8 、 6 S i O2 で示されるやうな化聾成

分のもので寧ろo ベリリウムといふ元素が含ま
れているため. ベリルと稲するのである。この
元素は夙く] 了9 8 年に駒園のボクラン( V a u q u e ・
n n ) によって霞見された グルシニウム( G l u c i -
n l 皿m) と名づけられた。現在だきフランスで
はグルシニウムといふている。ベ・リサウムとい
′ふ名はウェラー( W拙e r ) が1 8 2 8 年、始めて
金園ベリリウムを、盤化物をカリで還元して得‾
たときに名付けたものである。

′ しかしこの元素の金鷹としての利用は、その
後試みられることなく過ぎたのであるが、 1 9 1 9
年にテルミット法の創始者として有名なゴール
ドシェミット( Ha n s  G o l d s c h mi d t ) が、 「我

々は科挙技術的な仕雷を共同でしやうでは. よい
か、その費用は自分が引受ける」といぶたこと
からア) レフレド・シ. ユトツク( A l f r e d  S t o c k )
が, ベリリウムの工業的な製錬を研究し始めた
のであった。近代工業は独りの天才のみでは謹
選する・ものではない。多くの協力を要するとい
ふことを讃明した。
その後その研究はジーメンス・ハルスケの研

金 一史( 第1 9 回)

村 秀 雄

究所でェンゲノンハルト( E n g e l h a r d t ) とイりヒ

閣ヒの名で猫蓮の擦用化撃雑誌に霞表するに至っ
た。 ′ . ′

1 9 2 8 年にイリヒはまた米国でも蛮表、し、安い

で1 9 2 準べリサ翌に関するジーメンスニコン
チエルンの研究報告が刊行されて、世界にベリ
リウムなる全馬が、一躍金魔界の注月の的とな
るに至った。ウエラーから約1 0 0 年を経たので
ある。この間の沼息はジーメノンスの報告を見て
欲し∨、o

軽金属ベリリ ウム
ベリリウムは比重がl . 8 了で、マグネシウムよ
りはやゝ重いが、アルミニウムよりぼ約l だけ
軽い。白色六方晶の金橋であるが、常温では脆
く、加工は出来ないから、ベリリウムとしての
用途は殆どなく、合金としてのみ用途が開拓さ
れた。デーメンスでは合金の研究に全力が注が
れている。マージング( Ma s 血g ) によると銅
に約2 . 5 劣ベリリウムを加へた合金は、 8 0 0 0 C
で寧大して3 5 0 0 C で麗庚すると、プリネル硬度
が4 0 0 に近くなって、銅合金としては従来知ら
れたもののうちで最高の賀宴が得られることが
明らかになった。この現象が知られて以来、ベ
リリウム青銅が工業材料として使用されること
になったのである○
またマージングはベリリウムを含むアルミニ

ウム合金にも研究を及ぼしているが、しかしベ
リリウムを含むために特に性質が改善されるや
うなことばをいため、ベリリウムが軽合金に利
用されることはなく、今日に及んでいる。

アルコアの含ベリリウム軽合金
しかし営時は各国とも、ベリリウムといふも

i g ) の指導で行はれるやうになり、.  1 9 2 7 年
ベリリウム塩の電解製錬に成功して、イり

鴎

1 )  z ,  A n g e w ,  C h e m 4 0  ( 1 9 2 7 )  l 1 6 0 9 )  Wi s s e n s c h a f = i c h e  V e r 6 f f e n l i d r u n g e n  a 。S  d e m S i e me n s - K o n z e m,  V肌I .
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毒のが研究の醤照と“なったことに間違いはなく、
・; 米画でもテルコアの合祀から、アーチヤ十、フ
: インクの名でマグネシウム0 . 5 %以下、珪素工努
助下、ベリリウム0 ・0 2 5 劣以上を含むアルミ=
・: ウム合金の特許む1 9 2 9 年に得ているから、ア

辱華ミ, こウム合剣こベリリウムの利用を考へてい
} 二だものと想像される。
薫. 現在. ベリリウムは下りり, サム青銅として各
軽の方面に使周されているが・軽合金としては
健ホ佐官時間題となったに過ぎなかったが、し
: かし軽合金更の一貫に、. 是非書き襲すべきもの
軍はあった〇 ・・ ・ ・

を: 既述のやうに1 9 2 9 年の秋、筆者は英国の金属
連合の見聾旅行に参加し、. ベルリンを訪れてジ
聖二メ’ンスの研究所を見聾した。マージングの案
周でベリリウムの熔融電解の設鰭を見ることが
出来た。ジーメンスの報告に記載されている通
_ 轟もので、これも思い出の種となった。-
. 工学が早でペ理’ウムが問題となったのはそれ
や少かなり遅れた。べサリウ叫青銅が米国で∴
義行撥の可愛ピッチのプロペラのアシェとして
用いていることから、問題となづたものであっ

これも今は昔話となったo ∴ ・∴言
にかく思い出深い軟洲の室をあとにして、
早年 ( 1 9 3 のの始め米園に渡り、同3 月字

∴野寓言君と同じ膳で桑港から踊った。また国内

型って礪生活摘まったo  ●世の中醐謂不
に製ほれて、各産業とも不壊のどん底に隋
ゝあった〇 ・

1 9 3 0 年頃の国際アルミ需給状態
琵

. 一畳㌍藷蚤繁華

嘗時我が国はアルミこノウ叫の生轟は全くなか
だが、器物工場のみは盛んに操業を顕けてい
このため我が国はアルミニウム鞄金を費り
べ き羅好の市場であった。各国から地金の
の競争が始まったo
ゝで常時のアルミニウム地金の生産状況を
年のミネラル・インタスリーによって調べ

見ると・挙国では下表に示すやうに約1 1 萬ト

ンの生産をしている。同園は輸出が1 萬トン弱
であって・他方に輸入があり、結局牢固内諾要
が生産量以上であった。. . しかし窮2 番の生産国
? カナダはその生産額の大草●を輸出して居り、
- 米国は嘗時アルゴ了の一請謁占( カナダもその
分身アルキヤシの猫占) であった。

俳園は3 0 , 0 0 0 適、猫選は2 5 , 0 0 0 遜、 ・英国が
工6 , 0 0 0 遜、イグリー8 , 0 0 0 遜、ノルウェー2 3 , 0 0 0

踵、スイス工9 , 0 0 0 踵といふ程度で、現在と比較
すると、多いとは云ひ寮みるのであるが、飛行
機の生産が、現在とは問題にならぬほど少なか
った時代であるから、このアルミェサムの生壁
でも、経済界の不況につれて、販路の損張が園
際的に問題となった。 、
そのため我が国で用いる1 萬踵のアルミニウ

ム地金に封し買込むべぐ、各国が錆を謝って競
争したo 自国内の債椿を割って1 避6 0 0 囲近く。
まで引下げた。

1 9 2 8 一博3 0 年米国アルミニウム生産及翰地表

箋認諾≒欝霊’一誌
1 9 紗 1 1 2 , 5 0 0 4 8 , 4 0 0 2 句読8 9 , 7 紗

l 兜0 1 1 匂, 5 2 0 3 8 , 6 0 0  . 重を, 3 1 9 ∴∴9 , 5 9 7

外議、日本のアルミ国産議書を鼓す

これが契楼となってアルミニウム: ユニオン
が生れ・我が市場はその傘下にはい戸た。こ. れ
の反動としてスクラップの輸入が盛んになって
スクラップ・ラツシ土気、ふべき時代が生じた
のは翌6 年であった。 (

嘗時のミネラル・インダスーり. - を見ると、我
が国の商工省が陸海軍とともにアルミニウムの
製錬を計毒したとか、三井、三菱、住友、古河
が合同で製錬の5 ヶ年計霊を樹てたとかいぶ認
苺があって、我が国でも漸くアルミニウムの生
産といふことが、朝野の注目するところとなっ
たものらしい。かゝる時代に金物時代( 本誌、
軽余塵時代の功名) が誕生した。軽余塵時代・も

暴
言

‡

※表中二荻地金は寓生塊のこと。米国ではセカンダリ-  ・アルミニウムと詩した。米国では唐金の慶理
が盛んになりつつあった頃で、アシタこ- ソt ,  ( A n d e r s o n ) は1 9 2 9 年に、米国のメタル・イ・ンダストり_

㌫} . 誌上にその慶理について奮いでいるo 再生塊の慶理が世の注目するところとなったためであらう。

(  3  )



蝕試験の検討とともに∴防蝕法が問題となって∴

十
重
を
:
」
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難の時代を突破して、よく瑳展して恭たものと
思うているo
∴きて内地に跨って見ると二・不況とは云へ、現
在とは比較にならぬ語かな世の中であった○軽
合金更とピて語るべきことで特筆すべきことは
少なかったo

’‾
“′

腐蝕の研究契る●、アルクラツド∴
二十試みに支離繰って見丸、軽合金に関する
烹・・’蘭蝕の研究が多く目につくのである。恐らくヂ一
芸∴ユラルミ㌣などの使用が盛になるに耳し・腐蝕{ 了. ′

.

毒“が目立って来るから、それが問題となり、研究
葦- の霞表を見るやうになったものであろう。

既に軽合金の腐蝕と闊達し七・腐蝕試験法が+
薫● ・いろいろ論議されていたo 殊に海水の腐蝕が間
‡題となったから海水の噴霧試験とか繰返し乾
∴・・繰試験とかが論じられて小壷
了.  _ とにかく腐蝕に関しては腐蝕現象の研究、腐

来たo 元来アヤミニウ辛目倒こついての腐蝕は
食器類なぞに使用されるため、工9 1 2 年頃から研
究されたものであるが、ヂュラルミシに蟄して
はメサカ: ウルテンベルクとフィーシが1 9 工9 年に
蛮表したものが最初であった。 - ヂニラルミンな
どの合金の腐蝕に関しては工9 2 5 年から1 9 3 0 年に
かけて多くの賢験がなされた。飴卵こ煩わしい
から文献をあぼることは避けるが、特筆すや
ことは1 鎗7 ∠再三デイクス( D玉) が、アルクラ
. ツド( A ] d a d ) . について謹表したことであ●るo
アルミニウムは純度が高い琵腐蝕し難いから、 ・・
ヂニラルミシを純度の高いアルミエサムで被覆∴/ ’
して、防蝕するやうにした。このためヂモラル
ミンの強度は多少低くなるが、防蝕の効果があ. こ
ろことを知ったo これが霞展して現在のやうな.
●s ・D・Cにまで霞昆したのであるや ● ・ ・ ・

-  ’ ・・( 以下爽醗)
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章二《二∴華等∴華、一合∴金: 史‾( 第2 0 - 回∴
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’∴“京大教授王将 二西. 村“秀 ●雄.
- ・・

●‾ - ●・一、、・ ; ニ. ノ e . .

人生は重荷を負うて速い路を行くやうなもの

雲脚、ふo 人生航路は・とおく平坦な路では
ごてない了平和な理想境を天に描き極楽を想いづ⊥・一ヽ ●

人は戦の歴史を繰返している。戦争味生死をか
をなけ. て? 行動であそため・・勝? ためあらゆる手段

を諮じて優秀な武器を造らうどする・o  ●科基準そ
のため著しい進歩をするが、かなしい進歩であ

計る。それによって人々は決して幸幅になったと
訪露ふれない? _ しかし今迄毀事が科聾の進歩で∴∴÷ “

三・- を揺遽せしめて来たのは苺賓であったb  ‾原子力
ごあ利周も今度の載翠がなかったな ら、斯く早く

∴・ゼブリニスの超チエラルミシ、 ’′.
金塵の世界にも第一爽世界大戦が契期となつ

卦てこ特殊鋼とチエラルミンなどの軽合金が謹選
ました。これが第二次の大戦に花々しい霞展を遽
勘壇o 轟合金ではヂュラルミシから超ヂュラル
霊ミン、超々ヂュラルミシへと進展して来た。 ∴
予、いづれこの霞展への靂典を、これから述べる

{ 毒ことになる卑. 超ヂエラルミン即ちスパ二・’ヂ
’十二テルミンと小言名辞は、何時頃から便はれ出

- 事
- - ●●一二

この後、質際に超デモラ完ミンといふ名辞で二
言研究結果を護表したのは、猫選のマイズナ二言

( Me i s s n e 富3 ’でヂた。 1 9 3 0 年の英国の金曜:
二宮で護表しているから、それまでに研究を進め二

十憲器欝霊讃ん秋は多いかと思二・二
● 二_ ・コJ

ヽ- _ ぺ●●∫

∴ふ丸超ヂ千テルミ. ンの靂馳語るため亘是非∴
とも知らねばならないものであるから、その大

. 二要を遊べる: 二 ’ “ -  ’‾二●二三∵薫

し高畠、ふと草鱒空室型
巨要望書■

米国の機械投網君臨含( Ame r i c a n  S o c i e t y . o f  - .

薫鵬e c h a n i c a l  E n 車e e r s ) の、クリーブランドの“
討議渡合で乙重量垣重亭主轟彊卦3 8 圭午k 隼出盛」
嬰」墾壁唾了中三一曲牌蝿ご壁些圭、 . , 臆臆臆●。その筋
ぅ単なる記苺がアイアン・エ●- ジ誌上に記載され
雷“ている。この報告に準正確なる研究費料を示さ
れていないから、その合金がどんなものであっ

′雪だが不明であるが、 J e 距i e 8 はここに、群衆ア
薫ルミニサム合金がどう進むべきかの示唆を巽へ
寧たものと云へやう。 ・ 、

‾’二二“マイスナーの超ヂユラルミン: 二三"
●

.  : 同氏の超ヂュラルミンはC u  4 %、_ Mg  O・5 考〇二
菰鴫%、. 血o . 蜂、 A l 擾分といふ合金であっ二

・だo ヂュラル. ミ亮比較して珪素が多く、0 ・紡・
を含んだものである宅との合金の板材についで. 二
魔人院展をすると、第二岡に示すやうに抗張力

・- . 5 0 鴇/ 皿皿容近くなることを明か忙しも. この
結果、超ヂュラノンミシと鶴する合金はC u 4 努、 .

●・・Mg  o . 9 募・M止o ・5 %、鏡0 ・8 - 工・之%程度の合二
・金を指すことになった。‾しかしこの合金のやう“
に焼入れ、簾戻しすることは不便であ’る許少で●

叡) 樹ルβ 彬
抱蓮岐℃

霊妙

マ
イ
ス
ナ
」
の
超
チ
エ
ラ
ル
ー
●
-
シ

1 ) 工r o n  A g e  l 1 9  〔1 9 2 7 ) .  7 0 4

8 )  J :  I [ 郎,  Me t a l s  3 5  ( 1 9 3 1 )  1 8 7

ノ

穿

2 ) 濁麹のDu r e n e r  me l a l l we r k e の主産猿街着であった

(  2  )
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く、伸が少辛鰊艶もあって、これは研究稜表
のみ終り∴賢用化されなかった。
Me i s s n e r は多分Gu A l 9  ‘と叩g 2 S i  _ の析出を
合せると、よく時効硬化をすると考へで、か
うな成分の・合金を選んだのではないかと想像- -
るが、是は嘗時の考へとしては. 無理ではな

かっだ。’ヂュラルミンの時効硬化がC u A 1 2 と
舶蔀S i の析出に基づくものと、一般に信じられ
いた頃であったから、かやうな方向に進んだ

めであったと香へ. よう。. 若し常温時効をする合
露を日額はしたなら、もつと襲った方向に進ん
醇かもしれな亘
壷兎に角超ヂニラノンミンと稽した合金が賃際に
i 究されて衆たのはこの頃からであった。

′ ●

: ’言●、●経藩不況’と膏生アルミ
二二. ニ∵了〇・〇∵’∴ ′ 、 ●一・ } 一
に‡でまた世の中の晴勢を繰返し書かなけれ・
脹らない。辞令状勢が科壁の進展にまで影響-ばならない。. 祀曾状勢か科壁の進展に. 事で影響
計る車中二・時代の渡はその時代に開院して科
質の動く方向を指示する。 ・
㌔近頃のやらに、世の中が不況時代・となると昭ぎ‾‾‾‾’

● ‾ - ‾ ‾ . “ ‾ ▼ ‾‾ ‾“ ‾‾ ‾‾ ‾ - 葛

窯嵩詫驚言葉葉露霊
草ナチスの攫頭を見て・ヒシトラーの名を耳に
するやうになった頃である。 ’昭和2 - 3 年頃から
ゐ不景気は益々深刻となって生産過剰は物優の
も下落を起し; 衛には物贅が氾濫した。
この経済界の行きつまりを打開するための動
善が猫蓮に於いてはナチスの世界に導き、東洋
・彊満洲事饗の突霞になったのであらう。大衆
は
薄
で
」
昭
†
図
工
弓
ユ

1 る裏面の動向は知る由・もな葛く、●不景気を
ったのであったo しかしアルミニウム業界
昭和5 年の地金販賞憤格の議事時代から、
6 年のアライアンス涜制時代となって我が

ミが、その一手販寅をするや
になり、同時にスクラップの輸入が嘗大して
アルミの全盛時代が来た。

-

ル・ミニサム暦の再製、所謂セコングリー・
ミニウムの製造は、営時米国で勿論工業化・
れていた。 1 9 3 1 年にアンダーソン( R 工

しd e 富s o n ) がセカシグリー・アルミェサムとい
苺行本を出版している。これがその間の消息

を物語るもので、これには詳細に膚金のことか
・ら、その慶理法まで謁邁してあるから、嘗時再
’製アルミニウム業者の、 ‡い参考となった壷
’あった。

. サツトンとベンゴーの腐蝕質疑●

二一万、軽合金の研究は特筆する程花々しぐは
なかったが、着々と進められていた。暁に書い
たやうに湛水による腐蝕に関しても注憲を軸は●
れていだ。マイスナーは先に襲表した超ヂュラ
・ルミ●シにづいても腐蝕現象を調べて、 1 9 3 1 年、.  ∴

実損英園の金囲碁合議に稜表してい. る。 5 0 0 C C
. セ2 0 分加熱魔人しこ常温で少ぐとも5 日間時効

撃
議

・後5 0 - 2 0 0 。Cで勢戻した材料について、北海の‡箋
海水にて腐蝕せしめ, 機械陸質の襲化と腐蝕朕

悦を調べているが・ ] 2 5 - 1 4 0  o C で粒界腐蝕が●竃
生じて著しぐ陸質が悪くなることを知った。 ’拷

評論文の討論に、陽酸化皮酔名・拗ら∴輩
れている’サツ車( 租S 軸皿) 嫡べている言・- 寧藁は興味があるo .  ヽ

. 上

越ヂュラルミシ僚強力合金で結構称、櫛撃宣
の鮪から早く悪ろくなるのは驚くべきで、また
工6 0 o C 前後の狭い温度範囲で焼戻しするとよい
といふととは、貰際には困難を伴ひはしないか
また湿度が少しでも高くなると、伸が少くなる
恐れがある、更に粒界腐蝕は初期の粒界か、再
結晶後の粒界か、といふ質問をしている〇・ . ・

ェバンス( E y a n s ) ベンゴー( B e n g o u g h ) な
ど腐蝕に闘する大家が質問に立ってい. ることは
腐蝕が問題になっていたことを息はせる。これ
に劃してマイス. ナーの返答は繰り明確ではな
い。ベンゴーの粒界腐蝕に艶する防止法は、そ
の返答をなすまでに至ってないと逃げている。
とにかくマイスナーの超ヂュラルミシは鰊難

●

が多く、費用化されなかった原因が、か●ゝる厨
に胚胎していた。

聾締約護蓑なく生れたR・R合金
超ヂュラルミシとは別に、 R ・R 合金のことに
解れなければならないo
アルミニウム及その合金の瓦斯の除去につい

て嚢に述べたとき、四壁化チタンを用いるとガ

(  3  )



・一・∫ ’÷● 、 ・ .  ・ - ・
賀・〇 〇 二㌢ - ・

えが除去されることを述べた。. この四壁化チタ
予はアルミとウ亮作用“し・分解してチタンは
タカレミニウ士の中に熔解して来る。この少量の・
チタンが鋳造材の結晶を微細にすることが判明

三したもチタンの結晶の微細化に注目して研究の
辛結果. 造られたもりがR・ R 合金であった。
去・英国の有名な自動車台証のウルス・ロイス合
三組で造られたため比R合金と云ほれたe またヒ
誓言ユミュウム( 聞調和i Ⅲ) と_ も稽している。

ヽ
●

子 この合金の撃術的な護表はなく、 1 9 3 0 年に自

鷲葦警霊七i 蒜u 謹…霊…
離廣く知られるやうになづたものである。鋳造材
か二∴デイ、 _

軽々の壁類があり、何れも少量のチタ
亮シを含んでいることが特徴である。
玉手の合金は現在でも英国では使用されている
子が暮●その他の園では繰り使用されていない。我誓

言
窪
葦
.
葦

が園ではその特許を、その後某紐が獲得して、
費用化せんとした話ろ聞いたが、一般に採用さ
れるこ二となく過ぎたものである○
γ二R .  R 合金のうち、ピストン席に併せられる.
克“耳5 3 についてはで合金と埠醸して興味があ
・・め、いろいろと特色もあって注目すべき合金と
. 考へるが: 我が園では、業者以外殆ど研究もさ
されなかったものであった。

チタンのアルミニウムへの影響. 二三
∴y 合金を始めとしてピストン合金の優秀な材 - 、

料が英国で生れたのは、英国のもつ儀続のカと. .  ・
. いぶか、底力のある国民樫には感心をする。-  ∴
序であるから、チタンのアルミニウムに及ぼ

す影響に関しての研究を述べねばならない。レ
∴一リヒ( R 6 h 電圧チタン刺0 珍でも加はる:
と鋳造材の績晶を微細にし、桂献品の鬱蓮を陽 で●

二‡。若し. 0 1 項2 劣も含まれると再結晶後の緒言
晶粒醜聞かく、再結晶温度を5 0 。Cも高くする芸
ことを云ふている0

蜜)
一・ノ∴

フインク( 撞血) 其の他の人々によって高純二二
度アルミニウムを用いたA l ・龍系合金の状態圃
の研究も1 9 3 1 牢に米園で蛮表された〇 ・二
かしろチタンのアルミニウムに鞠する研究が二・二

_ 桶ついで援表されたのは、 R . 鼠合金などの蛮表
に刺醸され、基礎研究をした結果であったと考
へられるo  ’ ●ヽ

÷
∴
「
÷
∴
.

チタンは少量画溶するため電導率を低下せし:
め’るから、電線には含まれないことが望ましい
ず、・合金としては別段羞支なきものであるが・二・ ∵
これ等に闘しては、また謁避するであらうo  ∴

( 以下…無競)

’1 )  Me t a 1 1 w i r t s c h a f t  l O  C 1 9 3 1 )  1 0 5 2 )  A . I . 垂L E . M.  D ( 1 9 3 1 )  4 2 l

アルミニウム再生講諌
・騒酸用春霞再生輯“

診. 醗. 印

’′大好アルミニラ調ム工業
裏・‾榛. 式∴含二組
’ ・未阪市生野電報揺北之町三ノ二一八

’電話天王寺⑰ 3 4 e 了・3 野1
● l

ノ窓々出て愈々哀し=
●

小林木材研究室の成案。耐熱湯性、“塗料を完成し
塗膜は絶勤はげません、木部は特殊化工を挿し紹
艶割れません、ネヂは新案登翁の全会薗製で絶野
はずれません。嗣久無限( 優蕗低廉) 光澤優美
御愛用の積を希上ます○

鍋、湯灘等ツマミ類、‾水筒橙、
乳沸、飯蒙塞柄、水桶箔等金物・
附厨木製品室接製作

小林木材産業合名合祀
大阪市阿倍薯匡桑津町1 7 5 二2
市電林寺吼毘特高、関西線貨物擬南側・
●近畿日銭南大阪線河堀口躍下草東北l 丁

電話天王寺4 0 5 9 番

(  4  )



随喜・. 軽・・・合
′

. 京大教授 王 将 西

耐蝕百㌔∴の第・力
金魔が錆びるといふ現象は日常目撃している
ことで、珍しいものではないち特にこれが問題
として研究されたらは英国であって舶用汽閑
量用いるアドシラルティ黄銅製復水器管が海水
素のため甚しく腐蝕されるから・・その原因調べ

諾窯業三豊慧窪器
に第1 園の報告をしているが、. この委員会はす
なり長く耀顕されたこ:  ・∴・
軽合金も進歩するにつれて腐蝕が問題となっ
た。先づ海上で使屈される飛行機に劃して考へ
られねはならなかった○チエ. テルミシは腐蝕し
易いから、これを被覆することが著へられた。
‡㌃一方耐蝕性合金の研究も進歩した。 ’
誓-  ‾耐蝕憧合金として注目されるものは現在ヒド
ロナサブ. ムと3 S と種している霞類のものであ
る。

米園のアリレミニウム・コンパ三一・オブ・ア
・’: メサカ即ちブルコアでは加工材にS を附して材

[ 質の名籍としてあか.  2 S が普通一般用途に僕
; せられ所謂純アルミニウム加工材のことであ

.

oる
上
l
ィ
巨
上
覧
上 . - 3 S 、 5 「S 、 2 5 S

3 S が始めて紹介されたのは1 9 2 8 年であって、
ル三了の投師フナラガー( 田紳霧h e 重) がA・工・

「ァルミニラムとアルミニウム合金の
費用形状とその應周」′主題して譲表した中に含
まれている。 3 S がフナラガーの研究で出来たも
のであることは1 9 3 8 年版のメタル・ハンド・ブ
ックを見ても同氏の名で3 S が記述されている。
3 S はマンガンを工. 豆5 %程度含んだ合金であっ
て純アルミニ・ウム程度ゐ耐蝕陸で静々強度があ

. γ・金・史( 第2 や
∴言寄

-
■ゝ ○○

. ・で●勺

’十㌔
l . . - つ

● ●
′ `

l

村 秀’雄
る。食器具などの一般用途を目的としたもので
ある。
同氏の蛮表には強力合金として1 了S 即ちヂユ
ラルミン以外に5 1 S と2 5 S がブルコアの特許と
して示されているら5 1 S はマグネシウム0 . 6 %
珪素1 ・略を含み、嚢5 S は銅隼%、マンガン
0 ・8 劣、珪素0 ・8 劣を含ん荷アルミニゥム合金で
あって、前者はアイレデュル系蒲のもの、緩着は
プロペラ材として最近まで我が国でも使用され
たものであって、既にこの時代から知られてい
. たのである。’

: 剣こ1 9 3 0 年頃K . S .  S e e wa s §缶±いふ鋳造用

合金が喧僅せられた。マグネシウム2 . 2 5 劣、マ
ンガン2 ・5 者、. アンチモン0 ・2 劣、アノベニラム
. 蔑分の合金で猫蓮のフニライニグテ. ライヒト
メタル・ウニi レケ( V e r e i n g t e  I : e i c h t  m6 t 址-

We 富㍍) の研究になる・ものであった。アンチモ
ンを含むことが特色であるが、マンガン、マグ
ネシウムの吾が比較的に高く脆いことゝ鋳造性
. に乏しいことなどのため、使用されることなく
やがて忘れられてしまった。

膏
予
言
享
宣
言
士
∵

.

ノ

.

●

-

i

.

MG7 一ヒドロナリウム・
刻、で1 9 3 2 牢の班。t 確聞。S ますY農虻M. C . 了・
といふ新合金が護表されも Me s s r s .  J a p e s ,  . ・

B ○○ぬ& C o ・で市場化されたもので、マグネ
シウす了%を含むために、かやうな名器が典へ
られたものであらう。
・加工材は3 8 0 0 C で焼鈍して容却こプレス加工
が出来る。軟質で抗張力は$ 5  k g / 皿m合程度で伸
が2 0 劣以上である○硬質とな’ると4 0 k g / 皿平
以上の抗張力が得られる●。耐蝕性に勝れたもの
といふことがこの合金の特色である。猫選では
これがヒドロナリブムと云はれ、我が園ではこ・
の名辞が尊ら用いられて恭た。

. .  1 )  J .  ms t .  Me t a l .  ( 1 9 1 1 )  1 ∴∴蜜) 母上6  ( 1 9 1 2 )  2 7 9 . 3 )  A . I . M. E . . Me t .  D i v .  ( 1 9 2 8 )  9 9 .

4 )  Me t a l  I 中u s t r y  4 0  ( 1 9 3 2 )  1 4 .

河
上
上
し
匿 輯牟何時帝 中主( 鎚・7 江平●′

∴



し● ●
●「 ・ - ● - -

二元恭アんミニウムにマグネシウ者を加へた合
ま. 金はマグナりウムと稲されて古く謡ら知られ化
馨教科書などにも書かれ車ものである。しかし
アルミ、ニウ壬の純度は勿論、マグネシウムも不
二灘であったためか、耐蝕性に優れたといふこと
: ’ば知られないで来たものであった。 ・これがマン

予ガンを少量加へられてニユニ●・フェスとして現
評却丁た。要す劉こマグナササムの再検討の結果
‡畦れたのであった。∴

∴了 ア●ル コ ア の・ 4 S

嘉申様のマ・ンガン♪マグネシウムを含む合金が
‡耐蝕合金と●して霞表. された。・, それは米国では了. .

露莞詰三二富; 霊霊
ぐNo c 品三よっでマンガ空茶マグネシウム
: %を含む合金が耐徳性の上モ純ア完●ミュウム

三に比敵する。そら機械陛質は第1 表のやうであ
宰生じた。 ● ノ∴∴’

● 第 1 ’● 表・
な. _ 窃張力 ‾・伸’ブリネル

- " ゝ k g / 劃m露 % 硬 度
∵
:

話
葺
-
.
j
青
さ
f
電
卓
と
i
青

軟 質 ・, ・ 1 8 2 0 ● 4 5

硬 質・ 3 0  : ・- 3 ●∴ ㌧7 9

これが4 S と稽せられる合金の基礎をなした
のであうた。現在筏はマグネシウム1 劣、マ
シ
.
る
‥
b

ガ

す
る

l ・2 5 %で・アルミ. = ●ラム残分ときれた。
に3 与にマグネシウム工劣を加へたもので

う2 S 、 5 3 S 、飯高氏のクルミン ∴

その後アルゴ了の研究室から5 工S についで5 2 S
即ちマグネシウム2 . 5 劣、クロム0 . 2 5 劣、アル

ミ
ニ
ウ
ム
残
分
が
生
れ
ま
た
5
3
S
即
ち
珪
素
0
・
了
%
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
l
.
雷
%
、
ク
ロ
ム
0
.
2
5
形
、
ア
ル
ミ
ニ

ウム残分の合金が生れたo  5 2 S はヒドロチリウ
吉’‡ムから、 5 3 S はアルテュルからそれぞれの系統
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を引いて瑳展して来たものであるが、その詳細
のことは明確に知らない。 ∴

予●蘇って我が国では嘗時聾金樹こ関して主とし
享て理論的な研究は行ほれていたが、. 賓周合金に十
台
罰
薬
草
宰
㌣

関しての特筆すべきものの畿表はなかったと云

? て・よい。. 唯飯高二郎氏のクルミンについて逸‥
・. べ七置きたら

’

二 飯高一郎氏は界大型車蔀卒業の後三菱蓮緒の
研究所に入り、余塵材料研究所の前身の餓銅研

・- 、∴/ 究所にて聾び、・輯って同所が遷化撃研究所と合
併したとき、理化畢弼覇へ移って尊ら金属に:

. 関する研究をした人である。同氏の三菱蓮雄時
代の業績は飯高メタルとして知られている銅合
金であった。クルミンはその後の研究になった

・ものでクロム0 ・2 - 2 劣、マグネシウム0 . 5 - 3 . 0 ト
’● %、餓0 . 3 へ2 . 5 %、珪素0 . 2 - Q . 6 努、 ・アルミェサ

ム擾分といふもので、三菱造船では多少便屈さ
れたが矢張二股には採用されなかった。 r

■ 同氏が5 2 S などと同様にマグネシウムとクロ
\ ムを加へた耐蝕アルミニウム合金を考へられた

ことはよい薄目難であった。 〇・ ・
. しかし銭はアルミニウム合金では腐蝕に翳し

てよい影響を輿へないのが普通である。銭を特
に指定してあることは疑問があるo ’兎に角新し
・い合金として歴史的に同氏の仕事は忘れられ京子
い〇

°

・・・容) →
同氏が銭と銅に霞表しヰ海水に劃して耐蝕性

なる薪軽合金クルミンど既知軽合金との比較と
牛ふ論文を見ると、耐蝕性合金としてK・S ・ S e e
wa こs e r 弗畷されている以外は、ヂュテルミ
シ、了. 合金など特に腐蝕され易いものとの比較
であって、嘗時既に明かになっていた3 S とか、 :
ヒドロナウウム系親の合金との比較がしてない
から同氏の合金の眞贋はやゝ疑問が残される。
鍼の指定がなかったらb 2 S となるので、銭を

指定されたことを不思議に感じるが、何か意味
があったのであらう。

ソ 野 の 藍 合 金"

今迄ゾ覇に於ける轟合金については全く解れ
なかった。その雲妹が判明しないところがある
ためである。しかしソ職の研究には時に見るべ
きものがめる。只カーテン内のことで文献が見.
られないから、進歩の程度など云々することず
出来な年膿みがある。壁間には園轟かない筈で
ありながら、矢張知ることが出来ないo 時々そ

1 )  Me ぬl s  a u d  A l ! o y s ,  2  ( 1 9 3 1 )  2 3 8 ∴ 2 ) 銭と鍋、 1 7  ( 昭和六年)  9 魂・

(  3  )
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の研究の- 端が抄録されて僅かに窺知し得られ’.  “
るに過ぎないo アルミ手サム合金の腐蝕に関す
る文献を調べてらたとき上倉々ソ廟での撥表に
寮がついたo 中央流体力馨研究所の報肯( T 富a n S

誓諾霊霊霊蕎誓芸
ラルミンの腐蝕に及ぼす化馨組織の影響がかな

:  、り詳細に論じられている言マンガン0 . 9 %、速
か素0 . 5 - 0 . 6 琴の添加は耐蝕性を揺すとの決論

1 ● ● ■

∵
i
l
し
誓
.
浮
上
∴
㌃
登
‥
;
:
短

を輿へている。第二はアキモ. フ( A k i 皿o v ) によ

って軽合金と他の金麿との接解したときの腐蝕
を論じたもので、・第三は矢張ク。三ヒに: よって・
箆邁軽合金の腐蝕について玉手してK .  S .  S e e  :
読s s e r を封照としで賀験したものであお- . 海
水に劃して膳粕用としてはヤクネ. シサム2 . 5 % ’.
マンガン1 . 5 %の合金を推賞しているo これに
珪素か0 ・6 - 0 ・8 劣力膜ると耐蝕性津増すといふ-

’ i のである。 ・

l

賀

●

■南

!

盗霊器の曇霊呈霊議●′ . ■

●‾’ ’、

●: 」雪箋
葛- 一●’、賀

一田園墨書

」山〇二∴璃
ソ勝では嘗時から外囲の研究には随分注意を.

報っていたものらしい。筆者の教室に勤務し尊・曇
らアルミニウムに闊して研究をした原田隆康氏. 売
が、ハルミンと縄した合金が耐蝕性があるもの
としで稜表されたことがある。これは費験か撃二言
に浸漬試験であったため、結果に譲頼子生じた・言
ものか、その後の調べで縁り耐蝕性のないもの
せあった。. これは同氏のために詳細のことを書
くこ. とは避けたいが、ソ職の稜表に原田氏の合
金として銅4 %、亜鉛工劣のものが機械的性質-
は悪るいものとして繋げられている。こんな細
い慶までソ職では注目している’のかと息ほれ
た。 ・ ・i ・・ .  .  ∴〆. : :

“と. にかく我々の研究はかなす多く、霞表され
る・新撰重を期したらもので、海外から批判され
ることを忘れてはならない。 ・ ( 以下荻践)
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金 史( 第緩む

昭和6 年( 1 9 3 6 ) ・、不景気の最中であった。
十八日突然に、所謂潤洲事襲なるものが起

溌大衆は、それが如何なるものであったかJ
ラして起ったものか虞相は知らず、唯、’新聞
即るまとを信じ: ぁたかも手を離れて飛掌
る風船の行方を看るがやうに、重の成り行き
まもっていたe . やがて翌七年に蒲洲園が造
その国土が大賞庫の如ぐ宣侍された。

これが第二亥大戦になり、我が国の敗戦にま
蓮で完二元蒜墓誌、蒜恵三≒予言;
程。常時不景気に喘いでいた人々は、 - こしに
蘭の塗か開かれ、国家群襲蜃するとのみ考へ,
滴洲へ出かけた。 ●

この頃から猫蓮ではナチスが漸く攫顕してヒ
十ラーの猫裁政治が始まりカ、げたo 我が国で
滴洲事賽の結果、所謂軍の壁カが損大される
至った○ ○ し

とにかく世界的に、航重機の霞達が釜々頴著
なった。海軍では昭和了年から横須賀市外の
南に研究朋を設けた。それが後に航窒技術横
丁

まで霞展したのである。この時代’までのアル
まうグム合金の進歩の妖態は、大略既に述べて
撃たやうである。

・マグネシウム合金の歩み.
しかし軽合金としてはアルミ三ウム合金のみ

でなく、常時超軽合金( u l t ぬl i g h 七a l l o y ) など
されたマグネシウ、ム合金がある。マグネシウ
を合金については更めて書きたいのであるが、
我が国に於けるマグネシウム合金の霞展の初期

ることをこ」に記して、アルミ÷ウム合
更と比べ、その兄弟分ともいぶべき超軽

合金が、どうして霞度したかを、併せて知って
貰いたいo
マグネシウムの金属としての盛典はアルミニ

村 秀 雄

シウムを金属カリで還元し・遣られたものでも・
? た0 これ率工業的製造が行ほれるやうになう
だのは十九世紀の終りで・カーナライト毒腺水
し熔融電解で蓬られるやうになってからであ
るe 合金としては猫蓮で1 8 9 4 年にルドウイヒ二
言-  ( L u d w i g  Ma y )  * ナノとミニゥふたマグ
ネシウムを加へた合金マグチリサムを遣った。
ケミシエ・フアプリク・グリースハイム. ェレ
クトロンが設立されて、 1 9 0 9 年: エレクトロン
と稽して・二股にマグネシウム合金が販費され
定これがイ・グ( 工・. “G ) に態承されたので
あった。

第一次の世界大戦を契期としてマグネシウム
合金の製造が盛にな頂台めたo 米園で1 9 1 6 年に
ドゥ・ケミカル合祀が設立されていることは、
. この事を物語っているo

我が国ではこの第一英の大戦の間に、嘉垣撮.
影のための閃光用に供するマグネシウムの必要.
/ に迫られて、多少製造された。

大正7 年、筆者が三菱銭業研究噺に在職中島
村所長からマグネシウムの- 片を見せられ、祀
戸の工場で製造せられたものだと恥、た。その
製造した人の記憶がなぐ、また天職の経臆と共
●に毀時的なる産業は総て挫折してしまったかち
このマグネシウム工業も影を滴した。 .
それ以来我が国ではマグネシウムは忘れられ

勝ちとなったが、昭和5 年・嬰化肇研究所が新
潟駒自陣町にマグネシャムの試験丁場を設立し
亭o 如、で昭和6 年になって軸戸製鋼所の門司
工場の- 部に、さゝやかな木蓮のてグネシウム
合金鋳造工場が達要された。官制) 工場長音知
事多彊臣民が自らそれを講書した。高氏は元旅費
軸朋の鋳造技術者であって、新調現場の経拗こ
よって叩きあげた人であったo しかも」は常な努
力家であった;

カムより古く、 1 8 0 8 年にハンフリー・デビイ

陶r  Hu mp h r e y  D a v y ) によって、酸化マグネ
言 .  ・ ・ . (  2  ) ‾

軍令属時イ高説( 種子一男〕セ/

最勅の研究者石田四郎氏



‥ ‾ 営時はまだマグ辛シナム合金の熔解、. 鋳造に
言開する技術が全く知られていなかったo 唯、二束、
∴京の戸山ケ原にあった陸軍化撃研究所で、石田
三 四郎氏が技師として奉職し、マグネシウム合金

三二の研究を既に始めていた。
圏害

同氏晴山口達爽氏などと同じく東大に於る後
藤正治教授の門弟であって、その指導の下に研
究をせられたものであら. うo D )  -
‥同氏の研究は日本鍛業含謝二二回に亘って掲
載されているが、. 主として駅熊田に関するもの

拳- 言であるo 蹄鋼門司工場では同氏の指導で、マグ
ネシサム合金の熔解に鎧銭瑠璃の底から湯が流

ま二、れ出. るやうにしたものを用いた。砂型は乾燥型
: : ‾で、、錆込みに先立って、 ●硫黄を燃焼せしめで生
∴じた亜硫酸ガスを型の中に通じる. など、手数を
二かげで鋳物を遭った。∴ ・ ・

・・・ ・ご・ワイヤツト工場のマグネ鋳物∴‾

. ∴それより先、昭訴口3 年弱であったo 筆者は陸
軍のパリ駐在監督武官であった木村弘人民と共

蕾二にイグリーのミラノに赴き、フイヤツトの工場. .
し・二でマグネシウム合金の錆造工場を兄だが、 ・鋳造
●二工場で陸別こ仕事を終っていた所を案内せら草
鋳造の質際を見ることが出恭なかった。若し

二仕事をしているところを見撃することが出奔た
ら、門司工場の仕事に大川こ参考になった藷で
ある料この時は原料である子レク亘ン地金
と、熔剤のエルラザールなどを見たに過ぎなか
ったから、遺憾ながらどうにも致方がなかった
恐らく仕尊の経った頃を兄はからって案内され
∴淀やのであらう。外囲で工場を見るのは容易な
ことではない〇 ・
その後、川崎達膳所の兵庫工場で猫進入の技

師の指導によって、マグネシウム合金が造られ
鵜胃猫通式熔解法並に鋳造法が侍へられた。や・
がて門司工場でも、それに習って改善された。

晒鋼の古知氏と黒瀬氏
. マグネシウム合金の鋳造は、全く新しい仕事
で違った。始めは歩留りも悪く、盲知氏は苦労

した。栗木拭身の黒瀬行義民も嘗時から意知
の下で働き、寒に蹄戸製鋼所名古屋工場蔵
グネシウム合金製造の基礎を造った。マグネ
サム合金の工場はそれから各軸こ出来たが、
司工場がその先鞭をつけたものである。古知、
黒瀬雨氏とも今では故人となった。
マグネシウム合金についてはこの種度に止

て話を他に進めたいo
碗窒機の製造には で切大槻脱会
るが、. その研究結果を蹟く知らしめることも必
要であったo 三菱航重機株式合祀では石韓命知
氏が∴従来青馬眞版で所内のみに配布 した研

巧
轄
刊
∵
姶

報告を印刷にして、関係方面に配布するや
鋼
が
∴
軽

藷したここの試みに範をとって、
-
醒式合祀からも昭和了年から

された。殊に住友の研究報告はその後の
の謹選に関係することが多く、その進歩護達に
寄輿しているから、我が国の軽合金史上には志
れら, れない文献で率る。 ∴

聾術接契合. の仕事
また昭和了年頃から日本車街振興合なる旬の

が計量されて壷。これ牢猫蓬に於ぼる同様の
研究組織を眞腺て組緩さ空た。合長が秩父宮で
櫻井錠二博士が理事長となり、波多野海事中尉
が幹事として尊ら運営に嘗った。 ●貸際活動し始
めたのは昭和8 ・年であったこ軍官民から選ばれ
た研究者からなる小委員合が組織され、特定の
‾題目に関して研究をするのが仕事であった○
昭和さ年小野鑑正博士が委員長となって、金

属材細こ闘する研究を集めて編纂するのを目的
とした第二委員会が霞足した。エ撃関係の小委
貴命はこれが最初に組織されたも. のであった○
この小委員合は熱心な各委員の努力に. よって金
属材料なる表題で、各論が昭和2 年に漸く岩波
書店から蛮行されも剣、で昭和1 3 年に應力諭
昭和] 5 年は総論と特論が出版された。
’現在では部分によっては可なり時代蓮町二な
った感じもあり、その後各論は訂丑して再版せ
んとしたが、紙の不足、経済書情など時局はか

1 ) 日・本鋸業合議4 5  ( 昭和4 年) 冬5 6 .  4 6 _ ( 昭和5 年)  2 4 5 ・



寺うな出版を許さなかった篤に、訂正のための
÷原稿もその昔ゝになっているo それもまた時代
` 遅れとなりつ1 あるかとにかく、筆者はその
ネぅち各論と縄諭の軽金属材料に関する部分を据
二宮した。きた緒論は金属と瓦斯、濠茨と窒化の
部門を執筆した〇

二

●∴緒論で金属と瓦斯、濠茨と窒化と. を引受. ひた
のは軽合金とは線がないやうであるが、多少理
_ 寓があった。また軟洲輝在中の思い. 出になるが
燭遇を旅行中、汽車のなかで、無間の哀しく何
科と勝朝後の研究のここな●ど考ぺていに。偶で
量銅或は銅合金の燐での睨酸のことが頭に津ん
くだ。銅と燐とは合金を造るから隣で院酸しても.
毒杢な脆酸が出恭るか・どうかといも疑問が生
じた。思い浮ぶまゝに手帖に書きつけて蹄つ
毒。二騙って腕酸はついて文献を調べて見る・と猫
怪では既に鋼め腕酸について研究が進められ、
幸衛反撥論から検討弼旦へられている。
予ガスの分析も進歩して恭ている。しかし銅合
二重では殆ど宇部つけられていない。文部省の新

築誓請託驚課業課
で′るごとが出恭た。この関係で金属とガスについ

_ - ア

′、てはこ應文献を調べていたため、この題目の執. ・主
筆を引受けたのである。 - 二㌢

・また湊嚢と窒化は石澤命知君が我が国ではこ.  〇二

誓諾諜警諾器三業謹一三
昭和1 1 年8 月に突然逝去されたため、同氏に依
頼することが最も道営であったのであるが、出言
恭なくなったから、同氏の研究を主体とし∴∴\
∴同窓の友人として聾者がこれを纏める割こした∴

日本壁街振興合のこ‡は、・これからの軽合金 - ÷

史に関係が深いから、いち早く組織された第二〇、
小委貴命のことに鰯れたのミある。

●

昭和7 : 8 年はかくして軽合金鄭こ特筆すべ
. さものなくして過ぎ去った。しかし滴洲園の建
設といぶことが我が、藍合金の歴き則こ如何に大
“きな関係を持つに至ったがを考へ右と、やがて
展開された第二次世界大戦の前奏曲が滴洲園の
. 建設で崎なかづたか士風はれる。こゝに筆を革
めて攻の時代へと話を進めたい。 ( 以下款説)  .
〔正 誤】 7 月覇本棚、 2 貫4 行目「アドシテル

言缶諸㌔‡霊詫謹、篭繋冨
統計申、板製品及簑助製品の重量軍使「薗」とあ
るは「斑」の劉れも誤植。
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